
２０２３年度第２回会員の集い＆昼食懇話会の開催 

                            事務局長 山 内 ミハル 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ２０２３年度第２回会員の集い＆昼食懇話会が８月２６日(土)、金沢ニューグランドホテル５階「銀

扇」で会員１７人の出席により開催されました。当初、「菓匠まつ井」の代表取締役松井英治氏に

よる「金沢の和菓子～歴史と技法～」と題する講演と和菓子作りの体験を行う予定でしたが、講演

前日、講師が新型コロナの濃厚接触者であることが判明するというハプニングがあり、急遽、日野

原先生の講演ビデオを視聴する内容に変更して実施されました。 

 冒頭、鈴木雅夫世話人代表が講演内容を変更した経緯を説明し、ビデオで日野原先生のお話を聞 

いて、先生の教えを改めて感じ取って欲しい」と挨拶しました。 

視聴したビデオは、「新老人の会」大分支部が、大分県で 

開催された日野原重明先生の４回の講演を３０分に編集した 

もので、先生のすばらしい講演、先生の歌う賛美歌や指揮の 

模様などが収録されています。出席者は、日野原先生が「動 

物は走り方を変えることができない。鳥は飛び方を変えるこ 

とができない。しかし、人間は生き方を変えることができる」 

と話されるのを聞いてうなずいたり、先生のジョークにクスッ 

と笑ったりしてビデオを楽しんでいました。また、終了後、各テーブルの代表者４人がビデオを見

ての意見発表を行いました。これまで日野原先生の講演を聞いたことがない会員もおり、先生の偉

大さを改めて感じるとともに、先生を偲ぶ集いとなりました。 

昼食後、高木要子さんがハーモニカで夏の甲子園大会歌「ああ栄冠は君に輝く」など２曲の演奏

を披露し、会場から大きな拍手が送られました。 
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日野原重明先生のお言葉と共に生きる  

           高 山 繁 樹 

「新老人の会」の３つのモットー  

愛し愛されること 創めること 耐えること 

1つの使命 

子供たちに平和と愛の大切さを伝えること  

この年になって良く理解できますね。この

お言葉の中で、いつも心にしていることは、

創めること。この年までに体験したことのな

い事を創める。そうすることで若い脳を保て

るそうです。 

コロナウイルス問題を機会にそれまでや

っていた、美味しく、楽しい料理教室通いを

止め、花壇と家庭菜園を有用微生物利用の農

法に変えました。今は、有用微生物農法の指

導者として、ワークショップを開いたりして

います。 

コロナ問題渦中に,ユーチューブを見るよ

うになり、新聞、テレビ、行政、政府の情報

が如何に偏ったものであるか、ということを

知りました。 

メディアの報道はＧ７グローバリズム寄

りの報道ばかりです。アメリカや、西欧諸国

でもナショナリズムの台頭が言われていま

すが、日本ではほとんど報道されません。 

日本の歴史、戦後の教育、医療等で間違っ

た知識に染まった国民は、自国に対する誇り

を忘れ、未来に向かう勇気もなくなっている 

≪心に残る日野原先生の言葉≫ 

 第３回会員の集い＆昼食懇話会を次のとおり開催いたします。アクシデントのため８月２６
日に開催できなかった金沢の和菓子についての講演と和菓子作りを、日程を変更して指導して
いただきます。皆様ぜひご参加ください。 
日 時：２０２３年１１月１１日(土) 11：00～13：00 
場 所：金沢ニューグランドホテル 
講 師：松井英治氏（「菓匠まつ井」代表取締役） 
演 題：「金沢の和菓子」～歴史と技法～ 
会 費：４，０００円（昼食代、菓子材料費を含む） 

同封の｢返信ハガキ｣に出欠を記入のうえ、１０月３１日(火)までに投函をお願いいたします。 

 

 

２０２３年度第３回会員の集い＆昼食懇話会開催のお知らせ 

のが現状ではないでしょうか？ 

政治教育をしない学校、政治に無関心な国

民、投票権を持ちながら投票しない国民、政

府、行政の言うことはごもっともと受け入れ

る国民、偏った情報しかない日本では仕方な

いかもしれませんが、ユーチューブを見れ

ば、それが間違っていることが理解できます。  

私たちは、次の世代、孫の世代に日本の文

化、良き日本人の性質を残し、伝えなければ

いけません。新老人の会が率先して、新しい

情報を取り入れ、若い人たちの模範になるよ

うになることが必要だと考えます。 

如何でしょう？趣味や観光、見学も良いで

すが、新しい情報を得るための時間を作って

頂けないでしょうか？そして若い人と付き

合い、体験を伝えることの大切さを知ってい

ただくのは如何でしょう？若い人たちと付

き合うと、エネルギーを貰えますよ。 

皆様のご健勝、ご多幸を願って、私の生き

方とします。有難うございました。 
  

バス旅行中止のお知らせ 
 

 １０月５日(木)に予定しておりましたバス

旅行は、参加申込人数が１２人となり、最

少催行人数の１５名を下回ったため、中止

いたしました。申込をされた皆様には申し

訳ありませんが、ご了承下さるようお願い

致します。 

－２－ 



 

 

 

 

 

１年３ヶ月程前から、辰巳明子先生より絵手

紙教室をバトンタッチ致しました。 

「新老人の会」の皆様は、本当にお元気で、

実際の年齢よりも１０歳程若く見えます（お世

辞抜きで…）。お話を聞きますと、太極拳、朗読、

俳句、写真、ピアノの弾き語り、絵手紙等と、

多種の趣味をお持ちで凄いです。 

私は絵手紙の講師をさせて頂いていますが、

反対に私の方がこれからの人生の生き方を教

えて頂いている気がします。 

私も絵を描いているだけでは独りよがりに

なってしまいますので、色々な人達との関わり

が大切だとの思いから、スポーツもやっています。 

 

 

 

 

 

 

スポーツは卓球、フレッシュテニス、ソフト

バレーボール等で、汗を流し、笑い、若い人達

や、私の年令よりも上の人達がいてスポーツ後

にランチしたり、お話ししたりと楽しんでいま

す。でも、自分の身体は少しずつ老いを感じる

時がありますので、少しでも現状を維持するた

めのスポーツとして取り入れています。あまり

無理をせず、若い人達の足手まといにならない

様にと、気を付けながら参加させてもらってい

ます。 

また、頭の体操として、車を運転している時

には、赤信号で停車している数分間に、前の車、

斜めの車等のナンバープレートの４桁の数字

を足し算（プラス）しています（例：１２－３５

＝１１）。時々、面白い事が起きるのです。前の

車も、右斜めの車も、左斜めの車も、４桁の数

字をプラスして、３車共、合計が同じ数字にな

る事があるのです。そんな時は、今日一日がラ

ッキーと思ったりします。こうして楽しく青信

号になるまで待っている時間、頭を使うのです。

このように自分流儀で日々楽しんでいます 
 

 

 

 

皆さんは、「いきいき百歳体操」をご存知でし

ょうか？「いきいき百歳体操」は、介護予防の

ために高知市が考案したもので、健康づくり、

介護予防に効果があると全国的に広がりを見

せているものです。１回４０分間の簡単な運

動で筋力づくりをすることで、転倒を防ぎ元

気でいきいきとした生活を過ごすことが出来

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が「いきいき百歳体操」を知ったきっかけ

は、公民館からの案内チラシを見たことです。 

城南公民館から年に４～５回案内チラシが来

るのですが、その中に「百歳体操」という言葉

があったのです。高齢になるにつれて気になり

案内チラシを読んだところ、公民館は２ｋｍ余

で一寸遠いのですが、自宅から２００ｍ足らず

の第四善隣館でも行っており、参加しようと行

ってみました。 

会場はフローリングの床に、折り畳みの椅子

が１５～１６脚程置いてあり、参加者の多くは

高齢女性で、男性は５人位しかいませんでした。

正面に大型ＴＶが２台置いてあり、１台にビデ

オを写し、副のＴＶには公民館の客達が写って 

「老いを生きる」生活雑感 

日々の過ごし方 

            久 保 恵美子 

いきいき百歳体操頑張ろう！ 

            鈴 木 雅 夫      

－３－ 



います。大型ＴＶには和服を着たロボットが

運動毎に、どの筋肉の鍛錬に良いと説明し、

その後、男女二人のモデルが運動するのを真

似てこちらも運動するのです。椅子に座った

り、立ち上がったり（スクワット）、手先、足

先の運動やストレッチ、椅子の後ろに立って

前後左右に筋肉を絞ったりします。これは身

体に良いと月２回の体操を楽しんでいたので

すが、講師が突然新型コロナに感染し講習休

止となりました。 

その後なかなか再開の気配が見られず、他

に良い方法が無いのか探していたら、今度は

第四善隣館が地域包括支援センターながさか

と一緒になって「いきいき百歳体操」と掲

げ、毎月第２火曜日と第４火曜日、寺町終点

の宝集寺ほか三会場で行われることになった

のです。 

講師は前と変わらないのですが、指導内容

は充実しており、例えばスクワットを自宅で

行う時は、座→立→座で５秒も掛けないと思

うのですが、先生の指導では１回に約１０秒、

それを２０回続けて行います。３０～４０回続

くととてもしんどく、一人でやっていたら止

めてしまうと思うのですが、周囲の皆が止め

ないでやっていると自分も止めないで続けて

いけるのです。このように皆と一緒に続けて

行くことが百歳体操の大切な意味だと思って

おり、これからも「いきいき百歳体操」を続

けていきたいと考えています。 

皆さんも「いきいき百歳体操」を創めてみ

ませんか。 

 
 
 
 
 

 本年２月５日ウォーキング中に足を滑らせ

転倒し、膝蓋骨骨折で約４０日入院する羽目

となりました。 

 当日は、天気は良かったものの、路面が部 

分的に凍結していて滑りやすい状態になって

いました。少し滑りやすい状態であるのは認

識していたのですが、久しぶりの晴天で気持

ちが高ぶり、２０～３０分のつもりが往復 

１時間以上かかる公園までウォーキングしよ

うとしたわけです。 

 踏切を渡り、さあ 

公園へと意気揚々と 

進路を変えようとし 

たところ、凍結部分 

に気づかず右足が滑 

り左の膝を道路に垂 

直に打ち付けました。何が何だか判らない状

況で立とうとしたのですが、全く立つことが

出来ません。妻に車で迎えに来てもらい家ま

で帰ったのですが、結局、救急車をお願いす

ることになりました。 

 金沢西病院に到着してレントゲン検査の結

果、左膝の膝蓋骨(お皿)骨折ということで入

院となりました。膝蓋骨が５つに割れていた

そうです（通常は２つに割れるケースが多い

そうですが）。患部の腫れが引くのを待って２

月１３日（奇しくも私の誕生日）に手術をし

ました。手術は５つに割れた骨に１７本のピ

ンを刺してピンの穴に糸を通しぐるぐる巻き

にして固定をするというもので、約４時間半

かかったそうです。 

 周囲から言われたのは、「年寄りの冷や水、

年を考えて」の言葉でした。確かに不注意で

あったことは事実ですし、年寄りといわれる

年齢ではありますが、本人の気持ちは若者の

まま、それなりに運動して体力にもある程度

自信がありましたので、「氷で滑ったのであっ

て年寄りの冷や水ではない」と内心不満でし

た。しかし、よく考えると、人並みの運動を

していても、確実に筋力は衰えてきており、

バランス能力も低下していることは間違いあ

りません。やはり、自分の体力に対する過信

があったのだと反省しています。 

年寄りの冷や水 

            高 木 正 二      

－４－ 



 手術後、リハビリを続け何とか普通に歩け

るようになり、９月６日にピンと糸を取り除

く手術を受けようやく左膝の違和感が解消し

ました。ただ、６ヶ月以上にわたり歩行を含

めて運動をしておらず、全身の筋力、体力が

低下していることは否めません。フレイルに

ならないために、これから運動に努め体力、

筋力を取り戻したいと考えています。 

年寄りの冷や水と言われないよう充分に注

意を払って、時間を掛け徐々に運動強度を強

めていきたいと思います。怪我をしたことで

運動することに臆病になるのではなく、運動

を続けることで心身共に若々しくありたいと 

願っています。 
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「第６回 季にあひたる」開催のご案内 
 

「新老人の会」石川の会員で、サークル「季

節のしつらい講座」の講師を務めておられ

る早川由紀さんの 

しつらい展が下記 

のとおり開催され 

ます。関心のある 

方はご鑑賞下さい。 

 

≪第６回 季にあひたる 和のしつらい  

洋のしつらい≫ 

期 日：１０月３１日(火)～１１月１２日(日) 

場 所：石川国際交流サロン 

入場無料、月曜日休館 

か い い 

る ろ の 

た は ち 
 

 「いのちいろはかるた」は、日野原重明先

生の１０１歳の誕生日を記念して、先生が永年

書き溜めていた言葉をいろはかるたにした

ものです。絵札は柳沢京子さん作画です。 

 今後、機会を捉えて順次ご紹介していき

ますのでご期待下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日
野
原
重
明 

の
御
紹
介 

－５－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

編 集 後 記 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
温暖化を通り越して地球沸騰のこの夏でした。ま

た、新型コロナ感染者が再び増えてきております。 

猛暑と新型コロナ感染予防のため、外出を控え自

宅に閉じこもりがちになる方もおられると思いま

すが、こんな時こそ会報を通じて会員が情報や意見

を交換することが大事ではないかと思っています。 

皆さんの趣味や健康の秘訣などを気軽に投稿し

てみませんか？また、会報の内容に関するご意見や

ご要望もぜひお寄せ下さい。皆様の投稿をお待ちし

ております。           （新川光子 記）   

次号の発行は２０２４年１月 1日、原稿締切日は 

２０２３年１１月２０日です。字数は原則８００字程度

でお願いします。 

送付先：山内ミハル 

    〒921-8163 金沢市横川2-268-2 

    E-mail huukowanwan@pf6.so-net.ne.jp 

編集責任者：世話人代表 鈴木雅夫 

編 集 委 員：山内ミハル、新川光子、福岡恒忠、 

高木正二 

印   刷：「新老人の会」石川 事務局 
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次回作品募集 

  ふ   

  く   

み か の く ふ 

  か   

  み   

 

は と と 合 再 

ほ い き 縁 会 

ん う の き と 

と こ う 縁 別 

ね と ん は れ 

 

つ か と ほ や 

か ろ き ん  

ん う の き と 

だ じ う だ ぼ 

よ て ん し く 

 

今回のお題はちょっとやりづらかった 

と思います。申し訳ありません。 

次回のお題は誰もが楽しく作品作りが 

出来ると思います。どうぞ楽しい作品の 

ご応募をお待ちしています。 
 

締め切りは１１月２０日 鈴木雅夫まで 高木 正二 

新川 光子 

新川 光子 

高木 正二 高木 要子 飯田 世三 

大島 恒治 飯田 世三 新川 光子 

飯田 世三 

高木 要子 

大島 恒治 

日
々
の
俳
句 

花
明
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

順
序
不
同) 

 

新 

保 

福 

次 
 
 
 

水
か
け
の
仏
古
刹
の
蝉
時
雨 

初
恋
や
凍
土
押
し
花
海
渡
る 

 

鈴 

木 
雅 

夫 
 
 
 

何
時
ま
で
の
残
暑
と
な
る
や
秋
分
に 

澄
声
の
ヒ
ヨ
ド
リ
二
児
旅
立
ち
ぬ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福 

岡 

恒 

忠 

向
日
葵
に
埋
ま
る
笑
顔
や
青
き
空 

笑
み
送
る
視
線
の
先
や
茶
立
虫 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 

島 

恒 

治 

大
う
ち
わ
祭
り
の
小
若
の
手
に
あ
ま
る 

 
 

 
 

一
呼
吸
お
く
れ
る
者
あ
り
祭
笛 

 

新 

川 

光 

子 

夏
余
韻
ほ
の
か
に
残
り
庭
を
掃
く 

猛
暑
日
々
よ
う
や
く
過
ぎ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

  
 
 
 
 
 
 
 
  

北 

山 

八
重
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
年
の
樫
の
木
大
樹
の
夏
落
葉 

老
い
が
守
る
能
登
千
枚
田
青
葉
潮 

－６－ 


